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＜連絡事項＞

· 11/7（水）以降、薬局取り扱いのリスパダール⇒リスペリドンへ変更

· 10/23（火）院内研修あり。（時間：17時半　場所：千葉記念講堂　）

· 10/25（木）学術パワーポイント提出期限。

· 10/25（木）あすなろ交流会あり。

· 10/24（水）清水泰雅様、体験利用予定。（午前中）

· 下舘SGMの勤務変更あり。（10/25　年休⇒日勤、10/29　日勤⇒年休）

· ２階浴室の床暖房の修理済み。

＜外来情報＞
· 森田　清助様～食事はだいえんに１人で行ったりしている。血圧は安定している。

· 晴山美智子様～体調良いとのこと。高カロリーの食べ物は控えているという。外食は、お金がない　

ためドトールにいき、コーヒーを飲む程度。体重１キロ減の95キロ。90キロになったら仕事しようかな？との発言聞かれている。

· 本多　富美様～睡眠は取れるようになっている。６時半に起床し、犬の散歩を行っている。

· 本田　英之様～減薬後体が軽くなった。起床もスムーズ。美術系の通信教育のヒアリングが11月

に予定されていたが、勉強していないから１月～２月の分に参加予定と話される。

· 我満奈津紀様～イライラはなく、睡眠も取れているとの事。子供がほしいとの発言が聞かれており、

主治医より関係スタッフも含めて話し合いの機会を設けることを提案している。話し合いは、交際相手も交える予定。

＜利用者様情報＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
･　繁名　和恵様～来所後、自ら昨日の伊藤様とのトラブル（外出中に突然抱きつかれた件）について報告される。その後より「精神的に混乱する。」との訴え聞かれ、午前中は静養室にて臥床して過ごす。昼食は、声がけに対し「具合悪いから食べたくない。とっておいてほしい。」と話されるが、全量摂取。食後、伊藤様より「大丈夫？」と声がけされた際、表情険しく、会話を拒むような返答をしており、その後再び体調不良を訴え、臥床されている。睡眠状況について「夜も考えていたから眠れてない。」と話すが、青山荘より眠れていたと情報提供あり。

· 横山　耕生様～昼食後より頭痛を訴え聞かれる為、14時までの時間設定を条件に臥床される。

睡眠状況について、昨晩は5時間ほど眠ったが、眠いとのこと。「今朝、コーヒーを飲んできたのに、効かない」と話している。

· 北嶋　剛　様～19（金）、母様同伴で来所。「膝の痛みが良くなったので、出来れば毎週きます。次

の金曜日（10/26）は、内履きを持ってきます。」と、通所意思について話す。母様より、「家にいてもごろごろしてる。外に出るのは犬の散歩程度なのに、おやつの要求はあった。外に出したかった。」と話がある。入浴は定期的に行えていたとのこと。

· 袴田　隆裕様～現在、障害を開示しての就労を希望しているが、生活リズムを整えることが第一優

先であると説明された件について、「何をもって、生活リズムが整ったというのか。」と相談あり。また、就労へむけての段取りについても知りたい様子。「仕事をしたいと考えている今のタイミングを逃すと、仕事への意欲が薄れる気がする。」と不安気な発言あり。家族間でも、寒くなった時期に仕事を始めると、おっくうな気持ちになり、仕事へ行かなくなるのでは？と話が出ているという。

10/31（水）青明舎職員と、生活リズムについての振り返りを行う予定とのこと。

· 種市　久子様～10/29（月）来所予定であったが、欠席するとのこと。次回は11/28（水）来所予

定であると電話連絡あり。

· 岩城　敏夫様～エアロビ終了後、「昨日の夕飯を食べたあと、左胸が急に痛くなった。職員に話し

たら、様子をみようといわれた。」と唐突に話される。

· 横町　浩　様～今朝、嘔吐したという。原因について「5時に朝ご飯を食べたからだと思う。」と

話される。

＜事例検討＞

種市　久子様（41）　病名：うつ病

○関係機関でのケア会議を実施。各部署へ一日に数回電話をしている様子。

⇒・各機関、一日１回程度で10分以内に電話を切るようにする。

　　・はじめに用件を聞く。

○本人より「子供（息子）を引き取る」と話があるが、息子様の意思は「母の病気が良くなるまでは

帰りたくない。」とのこと。

⇒児童相談所より、本人へ息子様の意思を伝えることとなる。

○今後は月一回ほどの頻度で、ケア会議を実施する予定

＜対応困難事例＞

◎淡路　智恵子様～プログラムの実施に関係なく、大きな声で職員へ話し掛ける。

（内容は鍵の受け取りや、本人の参加プログラム、薬のセットについてなど）

現在の対応：その都度、プログラム中であることを説明。小声で話すよう伝える。

⇒一旦は小声になるが、時間が経つともとの声の高さに戻っている。

プログラム終了時間が近いことを伝え、もう少し待つよう説明する。

⇒待つことが出来ず、何度も急かしてくる。

今後の対応：これまで同様、その都度注意を促す。

　　　　　　面談をとおし、現状についての振り返りを行う。

　　　　　　SSTのテーマとして導入する。

◎晴山　美智子様～10月になり、一度も来所していない。（9月は4日間のみ来所）

現在の状況：欠席時の連絡を通所へするのではなく、医事へ伝言を依頼する。

欠席の理由も「用事があって。」と、曖昧な内容。

今後の対応：家族へ、来所できていない現状について連絡・確認していく。










